
 

令和４年８月教育委員会会議（定例会）会議録 

 

１ 日 時  令和４年８月１９日（金）午後１時３０分～午後３時１０分 

２ 場 所  市役所７階 研修室 

３ 出席者［教育長］中島 秀行 

［委 員］吉本理(教育長職務代理者)、寺本彰、清水国明、森田理恵 

     ［事務局］千葉裕之教育総務部長、江原勝美学校教育部長、皆川博幸教

育総務部次長、中田利明学校教育部次長兼学校教育課長、

吉田謙治社会教育担当参事兼社会教育課長、中村啓教育セ

ンター担当参事兼教育センター所長、糟谷苗美教育総務課

長、大島光治教育総務課主幹兼教育企画室長、遠山秀仁教

育施設課長、廣谷貴紀スポーツ振興課長、稲田里織文化財

保護課長、酒井忠夫生涯学習推進センター所長、古田晃一

所沢図書館長、伊東真吾学校教育課主幹兼健やか輝き支援

室長、渡辺純也保健給食課長、立花真輝教育センター主幹

兼教育センター副所長 

     ［書 記］名雪晋祐教育総務課主査、小城原光貴教育総務課主査 

４ 会議の傍聴者  なし 

 ５ 開 会     宮本委員は所用により欠席。 

           本日の議案は、議案第１１号から議案第１５号の５件。ま

た、協議事項が１件。 

          なお、報告事項のうち「新型コロナウイルス感染症への対

応について」の一部及び「市内小中学校での事案について」

は個人に関する情報が含まれ、学校及び個人が特定される恐

れがあるため、また、「所沢市教育委員会内組織の見直しに

ついて」は、意思決定過程のため、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第１４条第７項に基づき、非公開としたい

旨の発議があり、出席委員全員が賛成し、非公開で審議およ

び報告されることに決定した。 

 



 

 ６ 議題 

 ●議案第１１号 令和４年度所沢市教育委員会の事務事業に関する点検評価報告

書について 

  資料に則り、大島教育総務課主幹兼教育企画室長から以下のとおり説明がなされ

た。 

  はじめに、報告書の７５ページ、④の教育懇談会の懇談内容における「開催せず」

の記載については、「コロナ禍の影響により中止」に訂正する。 

７月の教育委員会会議にて、委員からいただいた指摘を踏まえ、主に「計」と「延

べ」の違いについては、「計」は、２つ以上の数を合算したもの、「延べ」は同一

のものがいくつ重複しても、それぞれを一つと数えて合計したものであり、「計」

と「延べ」の記載がある個所について一部修正した。また、その他、言い回し等の

簡易的な修正をした。 

報告書の今後の取扱いは、本案議決後、８月２３日開催の政策会議において各部 

へ報告、その後、所沢市議会への報告および所沢市のホームページ上での公表を行

う予定である。  

質疑なし 

※中島教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。 

 

●議案第１２号 所沢市教育振興基本計画審議会委員の委嘱について 

  資料に則り、大島教育総務課主幹兼教育企画室長から以下のとおり説明がなされ

た。 

令和６年４月からの第３次所沢市教育振興基本計画の策定に向け、「所沢市教

育振興基本計画審議会条例」に基づき、当審議会委員の候補者を選出したので、

当該委員の委嘱について、お諮りするものである。 

まず、公募市民については、住民基本台帳から無作為抽出し、男性１名女性１

名を選出した。選出にあたっては、市民のうち１８歳から５９歳まで抽出を行い、

２２０通の通知を発送した結果、１０名（男２名、女８名）の方から応募があり、

抽選した結果２名が選ばれたものである。 

社会教育関係者については、社会教育や学校、家庭、地域の連携の観点から、

所沢市公民館運営審議会委員長を、家庭教育や学校、家庭、地域の連携の観点か



 

ら、所沢市ＰＴＡ連合会会長を、ふるさと所沢、文化財等の保存、活用の観点か

ら所沢市文化財保護委員会副委員長をそれぞれ選出した。 

社会体育関係者については、生涯スポーツや学校体育の観点からスポーツ推進

委員会副会長を選出した。 

知識経験者については、ＩＣＴ関連の研究をしており、学校におけるＩＣＴの

活用を充実させ、さらには、「本市のいじめ問題対策委員」、「学び創造アクテ

ィブプラン推進委員」、「学校評議員」としても活躍され、ＩＣＴの分野だけで

なく、いじめ問題や学力向上など学校教育の分野においても、高い見識を持つ東

京工業大学名誉教授を、学校の教育力・教職員の指導力向上、いじめ問題、児童

生徒の豊かな心の育成等に見識を持ち、教育心理学の専門家である早稲田大学人

間科学学術院教授を、本市の図書館協議会の委員、教育委員会の事務事業に関す

る点検評価を行う外部評価委員にもなっていただき、本市の教育行政に関する成

果や課題等に精通している秋草学園短期大学名誉教授をそれぞれ選出した。 

学校教育関係者については、学校教育全般の中でとくに人権教育推進といじめ

問題対策の観点から、泉小学校校長と中央中学校校長を選出した。 

その他教育委員会が必要と認める者については、バドミントン選手として２０

２０東京パラリンピックに出場され、障害がありながらも能力を発揮し、世界で

活躍されている方を選出した。 

以上、１２名については、いずれも高い知識と見識、豊かな経験を有している

ことから「所沢市教育振興基本計画審議会」にふさわしく、様々な分野や立場か

らの助言をいただけるものと考えている。 

  以下質疑。 

（清水委員） 

  公募市民の抽出や決定方法は、公募の段階で事前に公表しているのでしょうか。

また、選出の基準があれば教えてください。 

（大島教育総務課主幹兼教育企画室長） 

  抽出や決定方法については、通知を送る際にその旨を記載しています。選出の

基準は、一般市民からの無作為抽出であり特にありませんが、児童生徒の保護者

の年齢を考慮し、３０代から４０代が多くなるよう人口統計資料の年齢別出生数

をもとに算出したところ、３０歳代、４０歳代が最も多く、２２０通送付した結



 

果、１０名から返信があったものです。 

（吉本委員） 

  今回の委員は全員新規になっていますが、第２次所沢市教育振興基本計画から

時間が空いたことで新規としているのか、偶然全員新規になったのか、経験者が

いた方が良いと思いますが、いかがでしょうか。 

（大島教育総務課主幹兼教育企画室長） 

  第２次所沢市教育振興基本計画の任期が終了しているため、新規となっていま

す。なお、今回選出した委員の中には、第２次所沢市教育振興基本計画の審議会

委員が２名おります。 

※中島教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。 

 

●議案第１３号 所沢市社会教育委員の委嘱について 

資料に則り、吉田社会教育担当参事から以下のとおり説明がなされた。 

  所沢市社会教育委員については、令和４年８月３１日をもって任期満了となる 

ことから、関係団体等から候補者の推薦をいただき、令和４年９月１日から令和 

６年８月３１日までの新たな任期で委員の委嘱を行う。民間で社会教育を実践さ

れ、優れた見識のある方の意見を本市の社会教育に生かすことを目的として委嘱

するものである。 

以下質疑。 

（吉本委員） 

  再任で一番長い方は、どれくらいになりますか。 

（吉田社会教育担当参事） 

  一番長い方は、１１年と２ヶ月になります。その他長い方では、８年になる方

がいます。 

（中島教育長） 

  長く勤められていることで、支障はないですか。 

（吉田社会教育担当参事） 

  知識経験の豊富な方であり、特に支障はありません。 

※中島教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。 

  



 

●議案第１４号 所沢市立所沢図書館協議会委員の任命について 

資料に則り、古田所沢図書館長から以下のとおり説明がなされた。 

 図書館協議会は、「図書館法」第１４条に基づき、図書館長の諮問に応じると

ともに、館長に対して意見を述べる機関である。本市においては「所沢市立所沢

図書館設置条例」第１２条第２項の規定により、委員１０名で組織されているが、

現在の委員の任期が本年８月３１日をもって満了となる。「図書館設置条例」第

１２条第３項では、本図書館協議会委員は、教育委員会が任命するとあることか

ら、新たな図書館協議会委員の任命について、本会議にお諮りするものである。 

今回任命する委員１０名は、いずれも再任であり、高い知識と見識、豊かな経

験を有していることから、図書館協議会委員として、様々な分野や立場からの助

言をいただけるものと考えている。なお、任期については、「図書館設置条例」

第１２条第４項に基づいて、本年９月１日より、令和６年８月末日までの２年と

するものである。 

以下、質疑。 

（寺本委員） 

  先程の議案にあった教育振興基本計画審議会や社会教育の委員になっている方

が、図書館協議会委員にも任命されていますが、なぜ２つの委員になっているの

でしょうか。色々な人材を選んだ方が良いと思いますが、特別な事情があるので

しょうか。 

（古田所沢図書館長） 

  学校教育関係者は、学校との連携により地元の大学の推薦をいただいていると

ころであり、秋草学園短期大学にお願いし推薦されたものです。また研究分野が

古代日本文学であり、同大学の中でも図書館学に見識がある方になります。 

  社会教育関係者は、社会教育委員でもありますが、地元において小学校で図書

ボランティアをしており、学校図書の読み聞かせ等、図書の地域活動に取り組ん

でいる方になります。 

（森田委員） 

  全員が再任ですが、一番長い方でどれぐらい継続されていますか。 

（古田所沢図書館長） 

  一番長い方は、今年で１０年になります。 



 

（中島教育長） 

  他にも長い方はいますか。 

（古田所沢図書館長） 

  平成２８年から継続されている方がいます。 

（森田委員） 

  図書館の運営などに詳しい方はいますか。 

（古田所沢図書館長） 

  他市の図書館長を務めていた方がおり、現場のことをよく理解されています。 

※中島教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。 

 

●議案第１５号 令和５年度使用特別支援学級用教科用図書の採択について 

  資料に則り、中田学校教育部次長から以下のとおり説明がなされた。 

  「所沢市における教科用図書採択基本方針」に基づき、令和５年度使用特別支

援学級用教科用図書に関して、市内小中学校３校から「選定理由書」が提出され

た。特別支援学級で使用する教科用図書については、学校教育法附則第９条の規

定により、文部科学大臣による検定済教科書以外の「一般図書」を使用すること

ができることとなっている。また、この「一般図書」については、特別支援学級

に在籍する児童生徒の障害の状況及び発達の段階に適合した教科用図書を毎年採

択することができることとなっているため、提出された「選定理由書」による教

科用図書の採択について議決をお願いするものである。 

  なお、３校以外の特別支援学級については、「一般図書」利用の希望がなかっ

たため、文部科学大臣による検定済教科書を使用する。 

  以下、質疑。 

（寺本委員） 

  特別支援学級のある他の学校でも、個別に教科書の選択がなされても良いと思

います。このような教科書が使えるということを、一覧表にして提供しても良い

と思いますが、いかがでしょうか。 

（中田学校教育部次長） 

一覧表については、市内全ての学校に提供されていますが、北小学校に関して

は、平成２１年から２３年の３年間に、埼玉県の委嘱も含めて、一般図書の研究



 

に関わっていた実績があります。また、上新井小学校については、北小学校から

上新井小学校に異動された教員の経験から保護者と検討し、同意の上で取り入れ

ました。南陵中学校については、南小学校で一般図書を使っていた生徒が南陵中

学校に入学し、保護者の希望もあり一般図書を取り入れています。 

（寺本委員） 

   このような水平展開の仕方は大変良いことだと思いますので、今後もお願いし

ます。 

※中島教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。 

 

７ 協議事項 

 ○令和４年度全国及び埼玉県学力・学習状況調査 調査結果の取扱いについて 

  資料に則り、中村教育センター担当参事から、以下のとおり説明がなされた。 

  昨年度までの公表の仕方を今年度から変更したいと考えており、検討を願うも

のである。 

資料の４ページは、昨年度の教育委員会会議の資料で、５ページの 5 は、国が

示す「調査結果の公表にあたっての配慮事項」であり、その上の 4 に示す表は、

配慮事項をまとめたものである。この配慮事項には、単に平均正答数や平均正答

率などの数値のみの公表は行わず、分析結果をあわせて公表すること、改善方策

について示すこと、教育委員会が学校に自校の結果を公表するよう指示する場合

は、公表する内容について、学校と事前に十分相談すること、平均正答率等の一

覧での公表や順位を付した公表を行わないこと等が示されている。 

７ページは、国の配慮事項を受けた、昨年度までの公表の仕方を記載しており、

調査結果が学力の特定の一部分であること、一部分であることを明示しても、序

列化や過度の競争等、懸念が大きいと考え、教育委員会として、市全体、個々の

学校名を明らかにした平均正答数や平均正答率の公表は行わず、分析結果を文章

で示してきた。各学校においては、同様の理由から、自校の平均正答率等の数値

の公表を行わず、自校の調査結果の全体的な傾向や分析結果から、改善策を文章

で示してきた。 

３ページは、今年度の市の取扱いについて、国の配慮事項に係る変更はないが、

市全体の結果を公表した場合でも、市内の学校の序列化や競争の懸念は考えづら



 

く、また、市民に対しての説明責任を果たすことが重要であると考え、市全体の

平均正答率等の数値を公表することを示している。なお、昨年度、埼玉県内では、

調査結果の非公開市町村は、６３市町村中７市町村で１１．１％となっている。

また、埼玉県学力・学習状況調査も全国学力・学習状況調査と同様に所沢市全体

の平均正答率等の結果を公表したいと考えている。 

各学校については、昨年度までと同様、原則、自校の調査結果の全体的な傾向

や分析結果、改善策を文章で示すこととし、その際、保護者や地域住民に対し、

「自校の学力向上の取組の成果を明確に示す」ため、もしくは、「自校の児童生

徒の学力の課題を明確に示し、保護者からの協力を得る」等のため、所沢市や自

校の平均正答率を含め、数値を用いた公表も可能としたいと考えている。 

 以下、質疑。 

（寺本委員） 

  市全体の平均正答率について、例えば国語全体の正答率が何％という公表の仕

方なのか、それとも、もう少し細分化して、漢字の読み方、文章の書き方、文法

的なことなど、細目についての平均正答数や正答率を公表するのでしょうか。 

（中村教育センター担当参事） 

  所沢市ホームページへの掲載方法は、詳細を詰めていませんが、県ホームペー

ジに載せる全国学力・学習状況調査の内容については、小学校は６年生、中学校

は３年生のみになりますが、「国語の平均正答率（市・県・国）」、「算数の平

均正答率（市・県・国）」、今年度は「理科の平均正答率(市・県・国)」、また、

細目にあたる領域別についても国語であれば、「話すこと・聞くこと、書くこと、

読むこと、言語事項」と４種類について、それぞれ（市・県・国）の平均正答率

を並べて表示するものです。また、埼玉県学力・学習状況調査の市ホームページの

掲載については、初めてのことであり十分検討したいと思いますが、県ホームペ

ージでは、小学校４年生から中学校３年生までの調査結果について、国語、算数

それぞれの平均正答率と、伸びた児童生徒の割合を表示するものです。 

（寺本委員） 

  結果を役立てるために公表するのであれば、領域別の数値も公表した方が良い

と思います。そうでなければ、どの辺りに課題があるか分からないと思いますし、

授業の方向性も定まらないと思います。単に所沢市が県で「普通」とか「やや下」



 

ということを知っても、具体的な行動には繋がらないと思います。 

また、各学校については、学校ごとの平均正答率を出したり、学校全体の結果

を出したりすることは避けた方が良いと思いますが、いかがでしょうか。 

（中村教育センター担当参事） 

  学校の平均正答率を全部示すことや一覧にして公表することは、国の方針であ

る配慮事項に反することになりますので行いません。領域別の表示により所沢市

の児童生徒の得意、不得意を示しつつ、市としての改善策を文章で示したいと思

います。 

  また、各学校に対しては、一律に平均正答率を示すのではなく、学力向上策に

繋がるような示し方をするように、各校長に対して教育委員会から指示すること

を考えています。 

（吉本委員） 

  ３ページ（２）各学校の記載で、保護者や地域住民に対し、「自校の取組の成

果を明確に示す」、「保護者に協力を得るため自校の児童生徒の学力状況の課題

を明確に示す」等のため、所沢市及び自校の平均正答数や平均正答率を含め、数

値を用いた公表を可とする。」とありますが、地域や保護者に対し、どのように

示すのでしょうか。例えば、新聞社が４７の小中学校にアンケートを出した場合

順位が分かってしまいます。この文章では、データが必要な場合は取ることがで

きるように解釈できますが、どのように考えていますか。 

（中村教育センター担当参事） 

  公表の方法が変わる主旨を各学校に明確に伝えるとともに、ご指摘のような点

が懸念されることを、校園長会等を活用して周知し、注意喚起したいと思います。

また、地域や保護者に対し説明責任を果たすためには、「平均よりやや高い」ま

たは「非常に上回っている」のような表現ではなく、自校の課題も含めて理解し

ていただけるような示し方が必要であると考えています。 

（吉本委員） 

  既に公表している学校数の多い市町村でも、公表の方法や各学校の数値の扱い

について、同じようなやり方をしているのでしょうか。 

（中村教育センター担当参事） 

  近隣の市町村を調べたところ、各教育委員会から各学校に対し、できる限り公



 

表するよう伝達しているところもあれば、各学校に一任しているところもあり、

学校判断になっているのが現状です。 

（清水委員） 

  全てを公表することに対し、弊害があることは承知していますが、順位を付け

た方が良い場合もあると思います。学校長は順位を把握していると思いますし、

教育に活かすことを考えると、現状を知ることで一つのバネになると思いますが、

いかがでしょうか。 

（中島教育長） 

  公表することで、一つの励みになるとは思います。ただし、単純に勝ち負けだ

けの使い方になってはいけないと思います。 

（寺本委員） 

  小学校の場合、中学校と違いクラス数が少なく、教員と児童の間に意思疎通が

欠けるとテストに反映されます。データがあれば、学校ごとの浮き沈みがどの程

度あるか教えてください。 

（中村教育センター担当参事） 

  過去の資料が手元にないため比較ができませんが、経験上、学年によって学力

テストの結果は異なっており、ある学年では高くても次の年に落ちることはあり

ます。 

（寺本委員） 

  この資料では市と学校の公表の方針が分かりづらいため、市は昨年度までと方

針を変え公表することにしたが、学校は今までと同じということを文章で表せな

いでしょうか。 

（中村教育センター担当参事） 

  各学校に通知する文章については、例示を入れて示すことを考えています。 

(中島教育長) 

  他に意見等はありますか。 

《意見等なし》 

（中島教育長） 

それでは、各委員の意見等を踏まえた対応をよろしくお願いします。 

 



 

８ 報告事項 

 ○所沢市教育委員会後援等名義使用許可について（教育総務課） 

 ○所沢市教育委員会の８月から１１月までの主な行事予定について（教育総務課） 

 ○～郷土資料の保存活用～ 収蔵施設整備に関しての意見書について 

（社会教育課） 

 ○第３３回所沢シティマラソン大会の開催について（スポーツ振興課） 

〇学校給食センターサマーフェスタの開催結果について（保健給食課） 

 ○新型コロナウイルス感染症への対応について（教育総務部・学校教育部） 

 以下、質疑。 

（寺本委員） 

  社会教育課からの報告事項で、「～郷土資料の保存活用～収蔵施設整備に関して

の意見書について」とありますが、これは文化財保護課と連携しているのでしょう

か。 

（吉田社会教育担当参事） 

  本事業を進めるにあたり、文化財保護課の職員とともに検討しています。 

（寺本委員） 

 市民の郷土学習などに関しては、文化財保護課と社会教育課で連携を取り合い、

進めていくようにお願いします。 

（清水委員） 

  シティマラソン大会では、感染対策に努めながら、ランナーの皆さんがマスクを

しないで走れるように開催してもらいたいなと思います。 

（吉本委員） 

  後援等名義使用許可について、昨今の報道にあるような宗教の関係で、会に参加

して勧誘を受けたという苦情はありませんか。 

  また、収蔵施設整備について、資料館を建てて保存や展示をしたいという計画が

以前からあったと思いますが、どうなっていますか。 

（糟谷総務課長） 

  後援等名義使用許可については、各所管課において申請を受け付けた行事、主催

団体等について確認をした上で許可をしています。その中で、宗教活動についても

確認しており、今のところ勧誘を受けたという苦情は入っていません。 



 

（吉田社会教育担当参事） 

  収蔵施設整備については、現実に照らして今ある民俗資料館などを有効活用する

方向で、意見書にまとめたものです。 

（吉本委員） 

  地方に行った際に資料館に入ることがありますが、その地域の歴史がよく分かり

ますので、計画ではなくぜひ推し進めて下さい。 

（稲田文化財保護課長） 

  収蔵施設整備の件で補足になりますが、平成６年度に当時の市長から博物館構想

の方針が示されましたが、その後、市の財政事情等により設置には至らなかったも

のです。また、平成２８年度には市議会市民文教常任委員会から「文化財を一元管

理していくための検討を行い、博物館構想についても、これまでの経緯を踏まえな

がら再検討すること」などの提言を頂いています。それらを受けて、令和元年度に

は「所沢市郷土資料等収蔵施設整備に関わる庁内調整検討会議」を設置して、諸課

題の検討をはじめたところです。今回の社会教育委員会議からの意見書も踏まえ、

所沢市の郷土資料等を後世に残していくための収蔵施設の検討を進めてまいりた

いと考えております。 

 

 ○新型コロナウイルス感染症への対応について（教育総務部・学校教育部） 

【非公開】 

   質疑なし 

 

 ○市内小中学校での事案について（学校教育課）【非公開】 

≪ 削除 ≫ 

  

○所沢市教育委員会内組織の見直しについて（教育総務課）【非公開】 

質疑なし 

 



 

９ その他 

 ○今後の日程 

 ・教育委員会会議９月定例会：９月２２日（木） 

 ・教育委員会会議１０月定例会：１０月２８日（金） 

 ・教育委員会会議１１月定例会：１１月１５日（火） 

 

１０ 閉 会 午後３時１０分 

 


